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令和４年11月定例会の内容をお届けします。
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島
田
市
は
、
市
域
面
積
に
占
め
る
耕
地
お
よ
び
林

野
面
積
の
割
合
が
約
67
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
で
は
、
猪

や
鹿
な
ど
に
よ
る
食
害
被
害
が
多
く
、
こ
う
し
た
野

生
動
物
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
に
、
電
気
柵
や
防

獣
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
対
し
補
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
猪
や
鹿
な
ど
の
害
獣
被
害
の
顕
著
な
地
域

で
は
、
猟
友
会
に
委
託
し
、
狩
猟
に
よ
る
駆
除
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
狩
猟
に
は
、
箱
罠
や
く
く
り
罠
な

ど
の
わ
な
猟
と
、
猟
銃
を
使
っ
た
銃
猟
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
銃
猟
で
駆
除
活
動
を
行
っ
て
い
る
ハ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

島
田
市
で
活
動
す
る
猟
友
会
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
有
害
駆
除
従
事
者
は
、
１
１
６
人
い
ま
す
。
内
訳
は
、

志
太
猟
友
会
島
田
支
部
で
45
人
、
榛
原
郡
猟
友
会
金
谷

支
部
で
39
人
、
同
川
根
支
部
で
32
人
で
す
。

《
一
犬
・
二
足
・
三
鉄
砲
》

有
害
駆
除
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
基
本
的
に
は
、
農
家
の
被
害
状
況
で
、
猪
や
鹿
が
い

る
と
思
わ
れ
る
場
所
を
推
定
し
て
有
害
駆
除
を
実
施
し

ま
す
。

猟
銃
で
の
駆
除
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
勢せ

子こ

と
呼
ば
れ
る
犬
を
引
い
た
猟
師
が
、
山
の
上
部

か
ら
獲
物
を
追
い
出
し
、
山
裾
で
待
っ
て
い
る
射
手
の

猟
師
が
銃
で
射
獲
し
ま
す
。

成
果
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
。

　
昔
か
ら
、「
一
犬
・
二
足
・
三
鉄
砲
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
優
秀
な
猟
犬
、
獲
物
の
居
場
所
を
推
定
す
る

「
見
切
り
」
の
た
め
の
猟
師
の
足
、そ
し
て
最
後
に
銃
の

射
撃
の
腕
が
大
事
と
い
う
意
味
で
す
。

狩
猟
で
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
安
全
が
第
一
で
す
。
普
段
の
猟
銃
の
管
理
は
も
ち
ろ

猪
や
鹿
の
食
害
か
ら
農
作
物
を
守
る

有害鳥獣駆除活動に取り組む
猟友会の皆さんにお話を伺いました。

市議会

猟友会
＆

特 集
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ん
の
こ
と
、
猟
場
で
の
移
動
中
や
発
砲
の
際
は
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
か
。

　
待
ち
場
に
着
く
ま
で
は
弾
を
装
填
し
な
い
。
集
合
の

際
は
弾
を
抜
く
こ
と
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
射
撃
の

際
の
獲
物
と
矢
先
の
確
認
で
す
。
発
砲
の
際
は
、
命
中

し
な
い
場
合
で
も
流
れ
弾
に
な
ら
ず
に
、
地
面
に
着
弾

す
る
位
置
に
立
ち
ま
す
。

《
無
益
な
殺
生
は
す
る
な
》

捕
獲
し
た
猪
や
鹿
の
処
理
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

　
行
政
で
は
埋
設
も
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
猟
師
に

は
「
食
わ
ぬ
殺
生
は
す
る
な
。
獲
物
の
命
を
粗
末
に
す

る
な
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
獲
物
は
全
員
で

解
体
し
て
肉
に
し
、
猟
に
参
加
し
た
人
に
均
等
に
分
配

し
ま
す
。

害
獣
と
は
言
っ
て
も
か
わ
い
そ
う
な
気
も
し
ま
す

が
。

　
農
家
の
被
害
の
声
を
聞
く
と
、
頑
張
ら
ね
ば
と
思
い

ま
す
。
毎
年
、
野
生
鳥
獣
の
供
養
祭
も
行
い
ま
す
。

猟
友
会
の
課
題
は
何
で
す
か
。

　
高
齢
化
で
す
。
若
い
ハ
ン
タ
ー
を
求
め
て
い
ま
す
。

猟開始前に打ち合わせを行います

猪や鹿がいると思われる場所を
参加者で共有します

出番を待つ猟犬捕獲した猪は解体して肉にします

捕獲した鹿
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11
月
24
日
（
木
）
本
会
議
初
日　
議
案
25
件
上
程

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
一
般
会
計
１
件・特
別
会
計
３
件・

事
業
会
計
４
件
）
の
ほ
か
、
条
例
改
正
案
10
件
、
一
般
議
案
７
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。（
請
願
１
件
は
継
続
）。
こ
の
う
ち
、
重
要
な
資
産
の

取
得
に
係
る
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
は
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
２
日
（
金
）
か
ら
６
日
（
火
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

13
人
の
議
員
が
一
問
一
答
、
３
人
の
議
員
が
包
括
質
問
に
よ
る
一
般
質

問
を
行
い
、
当
局
の
考
え
に
つ
い
て
、
各
議
員
が
質
問
や
提
案
を
し
ま

し
た
。�

（
８
～
16
ペ
ー
ジ
）

12
月
８
日
（
木
）
本
会
議
（
議
案
質
疑
）

延
べ
４
人
の
議
員
が
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
条
例
案

と
一
般
議
案
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
）

12
月
８
日
（
木
）
本
会
議　
追
加
９
議
案
を
上
程

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
・
特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
・

条
例
改
正
案
５
議
案
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
９
日
（
金
）・
12
日
（
月
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
、
常

任
委
員
会
の
議
案
審
査

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
３
分
科
会
お
よ
び
厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・

総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
を
分
散
開
催
で
実
施
し
、
付
託
さ
れ
た
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

（
６
～
７
ペ
ー
ジ
）

12
月
13
日
（
火
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
議
案
審
査

３
分
科
会
の
分
科
会
長
報
告
、
委
員
会
と
し
て
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
21
日
（
水
）
本
会
議
最
終
日　
専
決
処
分
２
件
、
追
加
議
案
１
件
、

諮
問
１
件
、
発
議
案
１
件
上
程
、
計
37
議
案
可
決　
請
願
１
件
不
採
択

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
と
３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に

つ
い
て
、各
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、市
長
の
専
決
処
分

に
よ
る
報
告
２
件
、
令
和
４
年
度
出
産
・
子
育
て
支
援
事
業
、
被
災
中

小
企
業
等
再
建
支
援
事
業
の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
の
２
件

が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
７
人
の
議
員
が
議
案
質
疑
を
行
い
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
発
議
案
１
件
と
合
わ
せ
て
37
議
案
に
つ
い
て
、
討

論
を
経
て
採
決
を
行
い
（
専
決
処
分
２
件
を
除
く
）、賛
成
多
数
ま
た
は

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
請
願
１
件
は
否
決
と
な
り

ま
し
た
。�

（
18
～
19
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概 要

一
般
会
計
４
億
４
０
４
７
万
６
千
円
を
増
額

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
可
決

令
和
４
年
11
月
市
議
会
定
例
会
を
、
11
月
24
日
（
木
）
か
ら
12
月
21
日
（
水
）
ま
で
、
28
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
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〈
議
案
第
71
号　
令
和
４
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）〉

〈
議
案
第
79
号　
島
田
市
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条
例
〉

〈
議
案
第
71
号　
令
和
４
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）〉

〈
議
案
第
93
・
94
号　
指
定
管
理
者
指
定
に
つ
い
て
〉

Q�

し
ま
だ
楽
習
セ
ン
タ
ー
で
の
社
会
教
育
講
座
は
い
つ
ま
で
開
く
か
？
ま
た
無
料

駐
車
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者
選

定
の
際
の
受
講
者
へ
の
配
慮
と
、
そ
の
対
策
は
？

A�
令
和
６
年
２
月
末
ま
で
を
検
討
中
。
配
慮
、
改
善
は
考
え
て
い
な
い
。
駐
車
券

１
枚
に
対
し
１
０
０
円
の
サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
し
て
い
る
。

Q�
山
の
家
の
指
定
管
理
者
選
定
の
経
緯
に
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
？

A�

業
務
仕
様
書
に
観
光
促
進
を
追
加
し
、
指
定
期
間
を
３
年
に
変
更
。
ま
た
申
請

資
格
を
市
内
伊
久
身
地
区
か
ら
県
内
に
拡
大
し
た
。
新
た
な
条
件
で
指
定
管
理

者
の
公
募
を
実
施
し
た
結
果
、
西
東
石
油
㈱
に
決
定
し
た
。

Q�

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
理
由
は
？

A�

主
に
定
年
延
長
制
度
に
対
応
す
る
た
め
。
役
職
定
年
や
60
歳
到
達
職
員
の
給
料

７
割
措
置
制
度
の
開
始
に
よ
り
、
本
人
の
意
思
に
関
わ
ら
な
い
降
給
が
発
生
す

る
た
め
、
そ
の
降
給
に
対
し
て
の
条
例
制
定
。

Q�

降
給
制
度
を
意
図
的
に
運
用
す
る
こ
と
は
な
い
か
？

A�

財
政
破
綻
な
ど
想
定
外
の
事
象
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、
組
織
再
編
に
よ
る
部
や

課
の
減
少
で
も
、
意
図
的
な
降
給
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

Q�

降
給
処
分
を
受
け
た
職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
？

A�

今
後
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

Q�

令
和
３
年
度
実
績
と
、
令
和
４
年
度
の
委
託
契
約
額
、
支
援
金
、
経
費
の
内
訳

は
？

A�

実
績
は
２
億
６
６
８
６
万
円
、
本
年
度
契
約
額
は
２
億
７
０
６
７
万
円
。
支
援

金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
81
万
円
、
令

和
３
年
度
85
万
円
、
本
年
度
は
80
万
円
の
見
込
み
。
委
託
費
の
内
訳
は
、
人
件

費
、
燃
料
費
、
整
備
や
管
理
な
ど
車
両
に
係
る
経
費
、
保
険
料
、
施
設
賦
課
税

な
ど
。
債
務
負
担
額
３
億
円
は
不
測
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
設
定
。

Q�

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
の
補
正
額
算
出
の
根
拠
は
？

A�

当
初
の
申
請
率
50
％
か
ら
65
％
を
見
込
み
、そ
の
差
15
％
分
（
８
７
３
０
万
円
）

を
追
加
補
正
し
た
。

Q�

現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
集
中
し
、
受
け
取
り
ま
で
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
現
在
の
状
況
と
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
？

A�

11
月
末
、
交
付
件
数
現
在
５
３
０
２
７
枚
、
交
付
率
54
・
７
％
。
本
年
４
月
と

比
較
し
て
、
交
付
率
は
12
・
１
％
ア
ッ
プ
し
た
。
現
在
は
申
請
か
ら
交
付
ま
で
、

約
１
・
５
か
ら
２
カ
月
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
端
末
台
数
を
増
や
す
と
と
も

に
、
交
付
枠
の
拡
張
、
土
日
の
交
付
、
夜
８
時
ま
で
の
交
付
な
ど
で
対
応
し
た

い
。

楽
習
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
山
の
家
の

指
定
管
理
者
選
定
の
経
緯
は
？

島
田
市
職
員
の
降
給
に
関
す
る

条
例
の
制
定
理
由
は
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
管
理
委
託
の
契
約
額
、

奨
励
金
（
支
援
金
）、
経
費
の
内
訳
は
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
受
け

取
り
ま
で
の
期
間
は
、
現
在
ど
の
程
度
？

Pick
up 1

Pick
up 4 Pick

up

Pick
up

3

2
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指定管理者が変更となる「山の家」

Q�

交
付
金
を
減
額
し
た
理
由
は
？

A�

国
負
担
分
が
増
額
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
負
担
分
が
減
額
と

な
っ
た
。
ま
た
複
数
年
度
間
の

事
業
費
を
調
整
し
た
た
め
で
、

総
事
業
費
の
変
更
は
な
い
。

Q�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
地
域
計
画

作
成
の
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
15
台
を
導
入
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
使
用
目
的
は
？

A�

地
図
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
農
家
台

帳
を
使
用
し
な
が
ら
、
現
場
で

所
有
者
や
貸
し
借
り
の
相
談
を

行
う
。

Q�

管
理
者
選
定
の
評
価
点
が
低
い

理
由
は
何
か
。

A�

収
支
予
算
の
人
件
費
が
年
々
増

加
し
て
い
る
。

Q�

中
央
公
園
ほ
か
６
施
設
間
の
連

携
は
ど
う
な
る
か
。

A�

ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
て
利
用
の

連
携
を
図
る
。

Q�

施
設
ご
と
の
管
理
業
務
は
ど
の

よ
う
に
な
る
か
。

A�

施
設
ご
と
に
常
勤
の
管
理
者
を

配
置
す
る
。

Q�

国
と
市
の
補
助
体
制
は
ど
う
か
。

A�

肥
料
高
騰
の
差
額
を
、国
70
％・

県
15
％
・
市
15
％
で
補
助
す
る
。

Q�

林
道
な
ど
の
復
旧
だ
と
思
う
が

財
源
は
ど
こ
か
。

A�
今
回
は
国
の
補
助
事
業
で
な
く

市
の
単
独
事
業
だ
。

Q�

西
東
石
油
㈱
に
決
定
し
た
が
、

山
の
家
の
老
朽
化
を
熟
知
し
た

う
え
で
指
定
管
理
者
へ
応
募
し

た
か
心
配
さ
れ
る
。
採
算
性
を

向
上
さ
せ
る
策
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
提
案
内
容
だ
っ
た
か
。

A�

体
験
型
キ
ャ
ン
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を

核
と
し
、
宿
泊
施
設
は
大
き
な

手
は
か
け
ず
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や

食
堂
、
調
理
室
の
見
直
し
を
図

る
。

Q�

利
用
者
の
満
足
度
に
つ
い
て
ど

う
捉
え
る
か
。

A�

既
存
施
設
は
生
か
し
、
修
繕
な

ど
で
30
万
円
以
下
の
も
の
は
指

定
管
理
料
の
中
で
対
応
し
て
い

く
。
そ
れ
以
上
の
市
が
負
担
す

る
修
繕
費
は
、
予
算
を
要
求
し
、

利
用
者
に
気
持
ち
よ
く
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
す
る
。

Q�

施
設
の
設
置
目
的
に
、
観
光
だ

け
で
な
く
社
会
教
育
の
増
進
は

入
っ
て
い
る
か
。

A�

入
っ
て
い
る
。
社
会
教
育
の
増

進
を
除
外
し
た
の
で
は
な
く
、

余
暇
活
動
を
含
め
る
と
い
う
こ

と
で
設
置
目
的
の
範
囲
を
広
げ

た
。

今
後
の
「
山
の
家
」
に
期
待

肥
料
高
騰
対
策
に
市
補
助
金

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

島
田
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

山
の
家
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

●
民
間
保
育
所
施
設
整
備
助
成
事

業
（
ゆ
た
か
保
育
園
）

●
農
業
委
員
会
事
務
費

●
川
根
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
リ
ム
21
の

指
定
管
理

●
中
央
公
園
の
指
定
管
理

●
肥
料
高
騰
対
策
事
業

●
農
林
業
災
害
復
旧
費

厚
生
教
育
分
科

･

会

常
任
委
員
会

経
済
建
設
分
科

･

会

常
任
委
員
会

予算・決算特別委員会および
常任委員会報告

島田市川根文化センター　チャリム21
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市民の皆様の移動手段コミュニティバス

Q�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
車
両
保

険
に
入
っ
て
い
る
か
。

A�

し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
ン
㈱

に
運
行
委
託
を
し
て
お
り
、
運

行
に
不
足
す
る
分
に
対
し
市
所

有
の
バ
ス
を
出
し
て
い
る
た
め
、

保
険
に
は
加
入
し
て
い
な
い
。

Q�

４
月
に
備
品
の
盗
難
事
件
が
あ

っ
た
。
保
険
に
つ
い
て
早
急
に

確
認
し
、
対
応
す
べ
き
。

A�

確
認
不
足
が
あ
っ
た
。
加
入
手

続
き
を
進
め
て
い
る
。

Q�

複
数
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る

場
合
の
、
市
と
し
て
の
方
針
を

明
確
に
す
べ
き
だ
。

A�

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
を
進
め
て

い
る
。
２
月
議
会
前
に
は
示
す

予
定
だ
。

Q�

「
金
谷
公
民
館
を
考
え
る
会
」は

ど
の
よ
う
な
会
か
。

A�
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
疑
問
を
持
っ
て

い
る
方
の
会
で
あ
る
。

Q�
説
明
の
期
間
を
確
保
し
て
ほ
し

い
の
か
、
そ
れ
と
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
に
反
対
な
の
か
。
ど
う
捉
え

れ
ば
い
い
か
。

A�

開
始
延
期
を
求
め
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

委
託
業
務
の
管
理
を
確
実
に
！

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

金
谷
公
民
館
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
の
開
始
延
期

を
求
め
る
請
願

●
債
務
負
担
行
為
補
正

〈
概
要
〉
受
託
事
業
者
の
準
備
不
足
や
、
利
用

者
な
ど
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
金
谷
公
民
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

開
始
を
令
和
５
年
４
月
か
ら
３
年
間
延
期
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

総
務
生
活
分
科

･

会

常
任
委
員
会

　
10
月
29
日
と
11
月
５
日
に
市
内
３

会
場
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、
54
人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
課
題
と
台
風
15
号
に
よ
る
被
害
の

話
題
が
主
と
な
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
内
容

初
倉
会
場

・
意
見
交
換
会
で
は
、
市
全
体
の
話

よ
り
地
区
に
特
化
し
た
内
容
（
初

倉
活
性
化
計
画
の
よ
う
な
話
）
を

聞
き
た
い
。

・
初
倉
地
区
小
中
一
貫
校
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
市
側
の
丁
寧
な
説
明

が
ほ
し
い
。

・
台
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
出
た
。

同
じ
よ
う
な
被
害
が
二
度
と
起
き

な
い
よ
う
な
防
災
対
策
を
。

川
根
会
場

・
台
風
15
号
に
よ
る
災
害
対
応
を
進

め
る
中
、
川
根
支
所
で
防
災
対
策

機
能
を
持
っ
た
地
域
振
興
部
署
の

必
要
性
を
感
じ
た
。

・
川
根
地
区
に
は
温
泉
や
Ｓ
Ｌ
を
は

じ
め
、
多
く
の
地
域
資
源
が
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
し
た
地
域
振
興
策
を
。

北
部
会
場

・
伊
久
身
地
区
で
は
台
風
に
よ
り
大

き
な
被
害
が
出
た
。
同
じ
よ
う
な

被
害
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
な

防
災
対
策
を
。

・
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
５
校

が
統
合
さ
れ
て
今
の
第
一
小
の
場

所
で
一
緒
に
な
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
ほ
し
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
情
報
は
、
一

般
質
問
な
ど
、
今
後
の
議
会
活
動
に

反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
報
告
会

（
市
民
と
の
意
見
交
換
会
）川根会場の様子

議会活動レポート①
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執務室移設後、利活用を検討中の地域活動室

Q	

当
市
に
お
け
る
婚
姻
の
現
状
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A�

婚
姻
件
数
は
減
少
し
て
い
る
。
市
内

の
結
婚
支
援
団
体
と
連
携
し
、
情
報

発
信
の
支
援
を
実
施
。
県
の
ふ
じ
の

く
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

も
連
携
し
て
い
る
。
さ
ら
に
新
た
に

結
婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
世
帯
へ

の
補
助
を
行
い
、
応
援
し
て
い
る
。

Q	

新
た
な
出
会
い
の
形
と
し
て
、
民
間

と
連
携
し
安
心
で
信
頼
性
が
高
い
市

独
自
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

A�

先
進
事
例
の
情
報
を
集
め
研
究
す
る
。

A
Q
&

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
11
月
定
例
会
で
は
、

16
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
13
人
の
議
員
が
一
問
一
答

方
式
（
議
員
が
一
つ
の
質
問
を
、市
長

等
も
一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）、
３

人
の
議
員
が
包
括
方
式
（
議
員
が
ま

と
め
て
３
回
ま
で
質
問
を
行
い
、
市

長
等
も
ま
と
め
て
答
弁
す
る
方
式
）

を
選
択
し
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
16
人
の
個
人
質
問
の

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？
な
お
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

一問一答

島
田
市
独
自
の

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
導
入
を

この二次元コード
からどうぞ！

村
むら
田
た
千
ち
鶴
づ
子
こ
	議員

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用

Q	

新
庁
舎
に
セ
ン
タ
ー
内
の
行
政
機
関

４
課
の
う
ち
２
課
が
移
設
さ
れ
る
。

こ
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
は
。

A�
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
打
合
せ
場
所
と
し

て
活
用
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
に

は
感
染
症
対
策
備
蓄
品
を
移
設
す
る
。

Q	

セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
針
は
。

A�

今
後
一
層
、
保
健
、
福
祉
お
よ
び
高

齢
者
等
福
祉
増
進
事
業
を
実
施
す
る
。

Q	

地
域
活
動
室
と
ふ
れ
あ
い
の
部
屋
は
。

A�

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
常
設
予
定
。

Q	

広
報
し
ま
だ
へ
の
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

事
業
の
掲
載
の
再
開
は
。

A�

毎
月
紙
面
を
確
保
す
る
の
は
難
し
い
。

Q	

し
ま
ト
レ
の
よ
う
な
地
域
ふ
れ
あ
い

事
業
に
限
り
、
３
階
の
運
動
室
を
地

域
（
自
治
会
）
に
開
放
で
き
な
い
か
。

A�

ま
ず
は
担
当
課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

内
容
に
よ
っ
て
困
難
な
場
合
も
あ
る
。
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島田市こども館の一時託児ルーム

Q	

育
児
中
で
も
映
画
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
ど
、
利
用
し
や
す
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
は
ど
う
か
。

A�「
こ
う
い
う
時
で
も
利
用
で
き
ま
す
」

と
い
う
説
明
を
記
載
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

Q	

当
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
利
用

の
流
れ
に
は
、
①
利
用
し
た
い
日
を

電
話
で
問
い
合
わ
せ
、
②
利
用
当
日

10
分
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
、
と
あ

る
が
、
実
際
の
利
用
で
は
、
事
前
に

一
時
託
児
の
利
用
申
し
込
み
と
問
診

票
を
こ
ど
も
館
に
取
り
に
行
く
必
要

が
あ
る
。
市
と
こ
ど
も
館
で
説
明
が

違
う
の
は
な
ぜ
か
。

A�

市
が
十
分
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

様
式
を
見
直
し
、
す
り
合
わ
せ
作
業

を
行
っ
た
。

Q	
事
前
に
取
り
に
行
く
申
し
込
み
用
紙

と
問
診
票
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
は
だ
め
か
。

A�

一
時
託
児
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前

に
申
し
込
み
用
紙
を
提
出
し
て
市
長

の
承
認
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
検

討
す
る
。

Q	

事
前
に
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は

理
解
し
た
が
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
や
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
の
受
け
付
け
の
対
応
も
可

能
で
は
な
い
か
。

A�

市
の
電
子
申
請
は
、
職
員
の
み
が
閲

覧
で
き
、
委
託
業
者
が
ア
ク
セ
ス
で

き
な
い
。
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

の
受
け
付
け
は
理
論
的
に
は
可
能
。

実
際
の
運
用
を
想
定
し
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

市で配布している「リビングウィル」

Q	

在
宅
医
療
お
よ
び
在
宅
介
護
を
行
っ

て
い
る
件
数
は
、
５
年
前
と
比
較
し

て
ど
の
よ
う
な
推
移
か
。

A�

令
和
４
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３

カ
月
は
６
８
３
３
件
。
平
成
29
年
７

月
か
ら
９
月
ま
で
は
３
７
２
９
件
で
、

３
１
０
４
件
増
加
し
て
い
る
。

Q	

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
点
在
し
、
過
当
競

争
気
味
で
職
員
も
分
散
し
て
い
る
と

の
声
も
あ
る
が
、
設
置
件
数
は
適
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

A�

お
お
む
ね
適
切
と
認
識
し
て
い
る
が
、

40
事
業
所
中
、
11
月
15
日
時
点
で
33

の
事
業
所
が
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る

た
め
、
更
な
る
精
査
が
必
要
で
あ
る
。

次
期
計
画
策
定
に
当
た
り
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
、
そ
の
分

析
結
果
を
反
映
し
て
い
き
た
い
。

Q	

若
年
層
の
が
ん
患
者
の
金
銭
的
な
負

担
軽
減
と
し
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
で
補
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A�

こ
の
よ
う
な
方
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

は
、
専
門
性
が
高
く
、
難
し
い
。
た

だ
令
和
４
年
度
に
訪
問
介
護
事
業
所

に
対
し
、
痰
の
吸
引
な
ど
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
意
向
の
有
無
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場
合
は
、

従
事
者
の
研
修
受
講
が
必
須
で
あ
る
。

Q	

在
宅
医
療
お
よ
び
介
護
へ
の
理
解
促

進
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
。

A�
市
政
出
前
講
座
「
自
分
ら
し
く
最
期

ま
で
生
き
る
た
め
に
」
で
、
リ
ビ
ン

グ
ウ
ィ
ル
や
、
も
し
も
の
安
心
ノ
ー

ト
の
活
用
方
法
の
説
明
を
し
て
い
る
。

一問一答

よ
り
良
い
在
宅
医
療

　
　
在
宅
介
護
に
向
け
て

一問一答

こ
ど
も
館
の
一
時
託
児
の

使
い
勝
手

横
よこ
山
やま
香
かお
理
り
	議員

井
いの
上
うえ
　篤
あつし
	議員
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建設中の歩道（六合駅南）

建設中の市役所新庁舎

Q	

市
は
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ
推
進
を

う
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
。

A�

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち

な
か
づ
く
り
と
、
医
学
的
視
点
か
ら

歩
く
こ
と
に
着
目
し
た
、
健
康
、
医

療
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

Q	

市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
歩
道
が
あ
る

が
、
歩
道
建
設
時
の
設
計
基
準
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A�

道
路
や
歩
道
の
設
計
は
、
道
路
構
造

令
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

歩
道
の
形
式
は
、
高
齢
者
や
視
覚
障

害
者
、
車
い
す
使
用
者
な
ど
を
含
む

全
て
の
歩
行
者
に
と
っ
て
安
全
で
円

滑
な
移
動
が
可
能
と
な
る
構
造
と
し

て
お
り
、
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
形
式
と
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

Q	

段
差
、傾
き
な
ど
、ひ
ど
い
と
こ
ろ
が

み
ら
れ
る
。
市
民
か
ら
の
苦
情
、
要

望
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。
そ
の
場

合
の
対
応
は
ど
う
か
。

A�

修
繕
要
望
は
、
令
和
３
年
度
に
は
66

件
あ
っ
た
。
そ
の
対
応
は
、
現
業
職

員
に
よ
る
舗
装
の
補
修
、
業
者
へ
の

発
注
に
よ
る
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

Q	

歩
道
の
実
態
把
握
の
た
め
、
自
治
会

の
協
力
を
お
願
い
し
て
現
状
の
地
図

を
作
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

A�

歩
道
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、
市

内
全
域
を
対
象
と
し
た
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
週
に
２
回
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
自
治
会
や
市
民
の
皆
様
か
ら
の

歩
道
の
修
繕
や
改
良
に
係
る
要
望
に

対
応
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
歩
道
の

実
態
把
握
と
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q	

物
価
高
騰
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

A�

景
気
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る

と
の
基
調
判
断
は
あ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
現
状
に
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
例
外
で
な
い
。

Q	

物
価
高
騰
に
伴
う
工
事
関
係
お
よ
び

物
品
関
係
の
入
札
、
契
約
対
応
は
。

A�

最
新
の
原
材
料
費
な
ど
の
取
引
価
格

を
適
切
に
反
映
し
た
予
定
価
格
を
設

定
。
受
注
者
か
ら
ス
ラ
イ
ド
条
項
に

よ
る
協
議
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、
状
況
に
応
じ
必
要
な
契
約
変
更

を
実
施
し
て
い
る
。

Q	

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
改
正
で
効
果
は
。

A�

実
状
に
合
っ
た
適
正
な
請
負
代
金
が

支
払
わ
れ
、
経
営
の
健
全
化
や
工
事

従
事
者
の
処
遇
改
善
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

Q	

予
算
が
超
過
し
た
事
業
費
の
確
保
は
、

ま
ず
契
約
の
中
で
見
直
し
を
行
い
、

次
に
不
用
額
を
流
用
、
そ
れ
か
ら
補

正
予
算
で
対
応
が
順
当
で
は
な
い
か
。

A�

議
員
が
仰
る
と
お
り
。

Q	

指
定
管
理
に
つ
い
て
、
市
が
描
い
た

一
体
的
管
理
構
想
と
な
っ
て
い
る
か
。

A�

選
定
基
準
を
満
た
す
提
案
で
あ
っ
た
。

Q	

地
元
の
雇
用
促
進
は
ど
う
か
。

A�

現
在
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
引
き
続
き
雇

用
。
外
部
委
託
は
、
市
内
の
企
業
や

団
体
と
連
携
協
働
し
て
い
く
。

Q	

に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
。

A�

応
募
者
は
、
管
理
運
営
の
理
念
と
し

て
「
地
域
と
と
も
に
新
た
な
ロ
ー
ズ

へ
」
を
掲
げ
て
い
る
。

中
央
公
園
の
将
来
へ
の
取
り
組
み

一問一答

歩
く
こ
と
に
着
目
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
！

一問一答

物
価
高
騰
に
よ
る

契
約
状
況
と
市
の
対
応

森
もり
　伸
しん
一
いち
	議員

曽
そ
根
ね
達
たつ
裕
ひろ
	議員
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徹底した分煙の環境を

Q	

健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
て
以
降
、

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
に
関
す

る
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A�

市
役
所
庁
舎
や
学
校
、
病
院
な
ど
の

第
一
種
施
設
を
敷
地
内
禁
煙
と
し
、

そ
れ
以
外
の
施
設
は
建
物
内
禁
煙
と

し
て
い
る
。

Q	

道
路
な
ど
の
屋
外
で
は
ど
う
か
。

A�

健
康
増
進
法
で
は
、
望
ま
な
い
受
動

喫
煙
が
生
じ
な
い
よ
う
、
周
囲
の
状

況
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
喫
煙
を
す
る
際
の
配
慮
義
務
を
定

め
て
い
る
。

Q	

民
間
の
施
設
で
は
ど
う
か
。

A�

飲
食
店
や
事
業
所
な
ど
、
多
く
の
人

が
利
用
す
る
施
設
は
、
原
則
、
屋
内

禁
煙
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
飲
食
店
な
ど
に
お
い

て
は
喫
煙
が
可
能
で
あ
る
。

Q	
た
ば
こ
を
規
制
す
る
だ
け
で
な
く
、

喫
煙
で
き
る
環
境
に
も
配
慮
が
必
要

で
は
な
い
か
。
当
市
は
、
た
ば
こ
税

収
入
が
５
億
円
ほ
ど
あ
る
。
そ
の
数

字
を
見
て
も
、
喫
煙
所
の
設
置
な
ど
、

環
境
整
備
を
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

A�

設
置
や
整
備
方
法
な
ど
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
し
て
い
く
上
で
、
Ｊ
Ｔ
と

の
協
定
も
検
討
し
て
い
く
。

Q	

当
市
で
は
条
例
制
定
な
ど
を
考
え
て

い
る
か
。

A�

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
て
研
究
し
て
い
く
。
規
制
す
る

考
え
方
と
、
し
っ
か
り
と
分
煙
を
進

め
て
、
受
動
喫
煙
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
考
え
の
双
方
が
大
事
で
あ
る
。

Q	

金
谷
地
区
生
活
交
流
拠
点
整
備
事
業

の
直
近
で
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A�

Ｓ
Ｃ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル・キ
ャ
ピ
タ
ル
）

の
醸
成
と
向
上
に
向
け
て
、
金
谷
地

区
自
治
会
、
金
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委

員
会
、
金
谷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
３
団
体
役
員
と
の
協
議
の
場
を
設

け
た
。

Q	

現
状
で
の
金
谷
公
民
館
に
関
す
る
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
取
り
組
み
は
期
待
で

き
る
も
の
か
。

A�

自
主
運
営
事
業
の
継
続
と
発
展
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
な
け
れ
ば

達
成
で
き
な
い
と
認
識
す
る
。
公
民

館
の
運
営
に
つ
い
て
、
事
業
者
と
の

認
識
の
ず
れ
か
ら
調
整
に
時
間
を
要

し
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
配
や
不
満
、

懸
念
を
抱
か
せ
る
状
況
に
至
っ
た
こ

と
は
申
し
訳
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の

こ
う
い
っ
た
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ

う
に
、
４
月
の
運
営
移
管
に
向
け
て
、

全
力
で
準
備
を
進
め
て
い
く
。

PFI事業による金谷地区生活交流拠点整備

指
定
管
理
者
の
選
定
状
況
は

包括

金
谷
公
民
館
関
連
の

直
近
で
の
進
捗
状
況
は

一問一答

喫
煙
環
境
の
整
備
を

大
おお
村
むら
泰
やす
史
じ
	議員

Q	

山
の
家
の
今
回
の
指
定
管
理
者
募
集

状
況
は
。

A�

指
定
管
理
者
の
募
集
を
行
っ
た
７
件

の
う
ち
、
１
者
の
み
の
応
募
が
６
件

あ
り
、
応
募
者
以
外
か
ら
説
明
会
へ

の
参
加
や
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
の
は
２
件
で
あ
っ
た
。

Q	
山
の
家
の
指
定
管
理
者
候
補
者
の
申

請
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

A�
公
募
期
間
中
に
お
け
る
事
業
者
の
行

動
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
判

断
や
考
え
方
も
あ
る
の
で
、
答
弁
は

差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

横
よこ
田
た
川
がわ
真
まさ
人
と
	議員
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特別支援学級のニーズは年々高まっています

Q	

平
成
22
年
に
特
別
支
援
学
級
が
拠
点

校
方
式
へ
再
編
さ
れ
て
か
ら
の
、
学

校
数
、
学
級
数
、
対
象
児
童
数
の
推

移
を
伺
う
。

A�

当
初
の
小
学
校
６
校
、
中
学
校
６
校

の
体
制
か
ら
小
学
校
が
３
校
増
え
た
。

小
中
の
23
学
級
は
41
学
級
に
、
在
籍

者
数
84
人
は
２
１
９
人
に
増
加
し
た
。

特
に
小
学
校
は
13
学
級
、
１
０
３
人

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

Q	

特
別
支
援
学
級
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

建
設
中
の
第
一
小
学
校
の
、
学
区
外

か
ら
通
う
比
率
は
62
％
と
最
も
高
い

が
、
今
後
の
受
け
入
れ
体
制
は
。

A�

現
在
の
支
援
教
室
は
４
ク
ラ
ス
だ
が
、

新
校
舎
は
隣
接
す
る
２
つ
の
相
談
室

が
活
用
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

Q	

拠
点
校
方
式
に
よ
り
、
学
区
外
や
普

通
教
室
へ
通
う
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

特
別
支
援
学
級
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

A�

拠
点
校
方
式
の
成
果
を
も
と
に
、
拠

点
校
の
拡
充
を
図
り
た
い
。

Q	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
体
育
館
や
運
動
場
で

も
使
え
る
よ
う
、
昨
年
度
購
入
し
た

ル
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

A�

ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
確
認

し
、
必
要
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

Q	

北
部
４
校
と
第
一
小
統
合
に
よ
る
人

手
不
足
を
懸
念
す
る
声
を
聞
く
。
教

職
員
数
は
ど
の
程
度
削
減
と
な
る
か
。

A�

18
人
ほ
ど
の
減
少
を
見
込
む
。

Q	

北
部
４
校
に
は
教
頭
が
い
な
い
。
統

合
に
対
す
る
教
員
の
補
充
を
望
む
。

A�

教
育
の
充
実
の
た
め
、
県
へ
の
働
き

か
け
や
支
援
員
活
用
に
努
め
る
。

大きな被害を受けた大井川鐵道の橋脚

Q	

台
風
15
号
被
害
に
対
し
て
立
ち
上
げ

ら
れ
た
災
害
対
策
本
部
の
組
織
体
制

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

A�

60
人
を
超
え
る
水
防
体
制
で
対
応
す

る
中
、
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

た
が
、
議
会
事
務
局
長
は
含
ま
れ
な

か
っ
た
。

Q	

台
風
上
陸
の
あ
っ
た
９
月
23
日
か
ら

24
日
の
情
報
発
信
は
防
災
メ
ー
ル
だ

け
で
あ
っ
た
が
、
他
の
方
法
に
よ
る

発
信
は
で
き
な
い
か
。

A�

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
併
用
し
た
い
。

Q	

大
代
川
の
水
位
情
報
が
機
器
不
良
の

状
況
だ
っ
た
が
、
復
旧
の
見
通
し
は
。

A�

静
岡
県
に
よ
り
、
令
和
５
年
３
月
末

ま
で
に
新
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Q	

現
在
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
避

難
所
は
災
害
の
種
類
を
考
慮
し
た
記

載
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
は
考

慮
し
た
も
の
と
す
る
か
。

A�

洪
水
時
に
お
い
て
、
危
険
な
避
難
所

は
分
か
り
や
す
く
表
示
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

Q	

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち

上
げ
の
経
緯
を
伺
う
。

A�

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
協
議
を
行

い
、
被
害
規
模
を
勘
案
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
独
自
に
立
ち
上
げ
た
。

Q	

島
田
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
は

災
害
で
発
生
し
た
土
砂
の
処
理
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に

す
る
か
。

A�
仮
置
き
場
な
ど
に
処
理
さ
れ
た
土
砂

を
含
め
、
今
後
、
関
係
課
と
協
議
し

対
応
す
る
と
と
も
に
、
災
害
廃
棄
物

と
し
て
計
画
に
記
載
し
て
い
き
た
い
。

一問一答

台
風
15
号
を
教
訓
に

防
災
対
策
充
実
を

一問一答

多
忙
な
教
育
現
場
の

改
善
を
急
げ
！

清
し
水
みず
唯
ただ
史
し
	議員

藤
ふじ
本
もと
善
よし
男
お
	議員
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1994年に批准した「子どもの権利条約」

Q	

全
国
的
に
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も

が
増
加
し
て
い
る
。
島
田
市
の
不
登

校
と
い
じ
め
の
実
態
は
ど
う
か
。
そ

の
対
策
は
ど
う
か
。

A�

過
去
５
年
間
の
不
登
校
の
推
移
は
、

平
成
29
年
度
の
１
０
３
人
か
ら
去
年

は
２
２
１
人
と
増
加
。
い
じ
め
も
１

６
２
件
か
ら
小
さ
な
い
じ
め
含
む
と

３
３
３
件
と
増
加
傾
向
。
不
登
校
や

い
じ
め
に
つ
い
て
、
毎
月
理
由
や
原

因
を
調
査
し
、
早
期
発
見
に
努
め
て

い
る
。

Q	

１
９
９
４
年
に
批
准
し
発
効
し
て
い

る
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
則
し
た
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対

応
は
ど
う
か
。

A�

市
で
は
、
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
な
ど
を
設
置
。
２
つ
の
中
学
校

で
は
い
じ
め
対
策
委
員
会
を
置
き
、

未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
解
決

に
努
め
て
い
る
。

Q	

子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
人
の
配
置

は
ど
う
か
。

A�

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
支

援
員
の
不
足
が
あ
っ
た
場
合
は
、
県

に
要
望
し
て
い
く
。

Q	

教
員
の
負
担
や
諸
問
題
を
解
決
す
る

最
適
な
手
段
と
し
て
、
少
人
数
学
級

の
実
現
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
国

や
県
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

A�

学
校
に
よ
っ
て
は
少
人
数
で
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
授
業
も
あ
る
。

Q	

旧
統
一
教
会
の
関
連
団
体
の
方
が
講

師
と
し
て
招
か
れ
た
と
聞
く
。
教
育

現
場
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

A�

影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

業者が準備した災害時便袋専用収集袋

Q	

金
谷
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
、
金
谷
公
民

館
の
市
民
学
級
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

携
わ
る
方
々
が
で
き
ま
せ
ん
と
言
っ

て
も
15
年
間
約
23
億
円
の
契
約
で
大

和
リ
ー
ス
が
行
う
の
か
。

A�

そ
の
方
々
の
協
力
な
し
で
は
事
業
は

で
き
な
い
た
め
、
理
解
を
も
ら
っ
て

行
っ
て
い
き
た
い
。

Q	

そ
う
い
う
中
で
困
っ
て
も
公
民
館
の

職
員
は
働
け
る
と
確
認
し
て
い
る
か
。

A�

話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q	

公
民
館
に
夜
間
管
理
人
は
置
く
か
。

A�

置
く
つ
も
り
で
あ
る
。

Q	

Ｓ
Ｃ
醸
成
を
し
て
き
た
多
く
の
住
民

が
去
る
が
、
そ
れ
で
も
進
め
る
の
か
。

A�

来
年
４
月
事
業
開
始
す
べ
く
努
め
る
。

Q	

市
長
に
聞
く
。
30
年
以
上
前
か
ら
公

民
館
を
支
え
て
き
た
人
た
ち
を
中
心

と
し
た
29
団
体
71
人
の
方
々
な
ど
か

ら
、
直
営
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の

方
の
意
に
反
し
て
進
め
る
の
は
住
民

に
寄
り
添
う
市
政
を
行
う
と
言
っ
て

き
た
市
長
の
や
り
方
な
の
か
。

A�

住
民
か
ら
大
丈
夫
だ
っ
た
ね
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

一問一答

「
予
言
す
る
」

金
谷
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
失
敗

一問一答

子
ど
も
た
ち
へ

行
き
届
い
た
教
育
を
！

山
やま
本
もと
孝
たか
夫
お
	議員

専
用
便
袋
の
活
用
を

Q	

災
害
時
、
使
用
後
の
便
袋
を
燃
え
る

ご
み
で
収
集
す
る
と
、
パ
ッ
カ
ー
車

内
で
破
裂
し
汚
物
が
飛
散
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
専
用
収
集
袋
を
使
用
し
て
、

し
尿
処
理
業
者
に
集
め
て
も
ら
う
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
の
は
ど
う
か
。

A�

業
者
と
話
を
し
て
進
め
ら
れ
れ
ば
と

思
う
。

四
よ
ツ
つ
谷
や
恵
めぐみ
	議員
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埋蔵文化財施設に利活用予定の相賀小

道路の復旧工事が進む伊久身地区

Q	

現
在
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
事
業
や

活
動
の
状
況
は
。

A�

博
物
館
課
が
発
掘
調
査
や
出
土
し
た

遺
物
の
保
管
、
展
示
な
ど
を
行
う
。

Q	

出
土
遺
物
等
埋
蔵
文
化
財
の
保
管
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A�

市
内
３
カ
所
の
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
に
保

管
し
て
い
る
が
、老
朽
化
が
進
み
、保

管
ス
ペ
ー
ス
も
手
狭
で
あ
る
。

Q	

閉
校
後
の
相
賀
小
学
校
を
博
物
館
課

が
利
用
す
る
計
画
が
あ
る
の
か
。

A�

閉
校
後
の
校
舎
を
（
仮
称
）
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
活
用
す
る
。

校
舎
を
執
務
室
、
収
蔵
庫
、
作
業
室
、

展
示
、
研
修
室
な
ど
に
利
活
用
す
る
。

校
舎
を
除
く
施
設
は
検
討
中
で
あ
る
。

Q	

今
後
、
そ
こ
で
文
化
財
の
保
護
を
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A�

出
土
遺
物
な
ど
の
公
開
や
体
験
、
講

座
の
開
催
に
よ
り
、
市
民
の
埋
蔵
文

化
財
の
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
拠
点

施
設
と
し
て
い
き
た
い
。

Q	

特
徴
あ
る
施
設
の
た
め
の
工
夫
は
。

A�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
イ
ベ
ン
ト

や
地
域
と
の
交
流
な
ど
の
実
施
。

Q	

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
は
ど
う
か
。

A�

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
生
ワ
ク
チ
ン
の

２
種
類
が
あ
り
、
不
活
化
は
２
回
の

接
種
を
要
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
症

予
防
率
は
約
97
％
と
94
％
で
、
効
果

の
持
続
期
間
に
も
違
い
が
あ
る
。

Q	

助
成
の
予
定
は
あ
る
か
。

A�

来
年
度
か
ら
50
歳
以
上
を
対
象
に
一

回
の
接
種
に
つ
き
４
千
円
の
助
成
を

予
定
し
て
い
る
。

億
円
は
国
の
補
助
と
起
債
を
充
て
る
。

現
在
、
査
定
中
の
た
め
、
金
額
は
増

減
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

Q	

復
旧
工
事
完
了
は
い
つ
頃
の
予
定
か
。

A�

令
和
５
年
度
末
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

一
部
、
橋
梁
は
６
年
度
以
降
に
な
る
。

Q	

対
応
職
員
の
配
置
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A�

被
災
地
の
地
元
出
身
者
や
地
理
の
分

か
る
者
を
充
て
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

Q	

土
砂
の
仮
置
き
場
の
今
後
の
計
画
は
。

A�

河
川
な
ど
の
仮
置
き
場
は
今
後
も
活

用
で
き
る
よ
う
に
県
と
協
議
す
る
。

Q	

台
風
15
号
の
水
害
に
よ
る
農
林
業
用

施
設
の
被
害
状
況
は
。

A�

農
業
で
82
件
、
林
業
で
１
２
３
件
。

Q	

市
内
の
治
山
施
設
の
整
備
状
況
は
。

A�
谷
止
工
な
ど
合
計
で
３
１
３
６
カ
所
。

Q	
災
害
時
の
迂
回
路
と
し
て
の
農
林
道

を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
す
る
の
か
。

A�

迅
速
に
建
設
業
者
へ
路
面
整
備
な
ど

を
依
頼
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

包括

閉
校
後
の
相
賀
小
を

埋
蔵
文
化
財
の
拠
点
に

一問一答

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
助
成
を
！

災
害
に
強
い
農
林
業
施
設
整
備 天

あま
野
の
　弘
ひろし
	議員

大
おお
関
ぜき
衣
きぬ
世
よ
	議員

災
害
対
応
の
改
善
を
！

Q	

災
害
対
策
本
部
運
営
の
課
題
は
何
か
。

A�

庁
内
で
情
報
共
有
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
あ
っ
た
。

Q	

被
害
状
況
の
把
握
な
ど
の
事
務
処
理

の
効
率
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

デ
ジ
タ
ル
化
の
導
入
を
考
え
て
い
く
。

Q	
激
甚
災
害
指
定
の
効
果
は
何
か
。

A�
国
の
補
助
率
が
83
％
に
高
ま
る
こ
と

や
、
事
務
処
理
が
簡
略
化
さ
れ
る
。

Q	

復
旧
工
事
の
予
算
は
ど
の
程
度
か
。

A�

公
共
土
木
と
農
林
業
施
設
の
合
計
で

約
10
億
円
の
予
算
で
、
そ
の
う
ち
５
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島田市原子力災害広域避難計画の実効性は？

Q	

島
田
市
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画

で
は
、
大
量
の
放
射
能
の
中
、
自
家

用
車
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

他
の
避
難
手
段
は
確
保
で
き
る
の
か
。

A�

静
岡
県
が
県
バ
ス
協
会
と
協
定
を
結

び
、バ
ス
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。鉄

道
利
用
も
含
め
た
、
他
の
手
段
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

Q	

県
内
市
町
お
よ
び
県
外
の
避
難
受
け

入
れ
体
制
の
進
捗
は
ど
う
か
。

A�

避
難
先
の
自
治
体
に
避
難
す
る
た
め

に
は
、
具
体
的
な
前
進
目
標
と
な
る

避
難
経
由
所
を
明
ら
か
に
し
、
自
家

用
車
や
乗
り
換
え
バ
ス
の
駐
車
場
の

確
保
、
避
難
経
由
所
の
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
必
要
で
協
議
中
だ
。

Q	

福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
当
時
の
子

ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
は
す
で
に
３
０

０
人
を
超
え
て
お
り
、
安
定
ヨ
ウ
素

剤
の
服
用
は
緊
急
を
要
す
る
。
事
前

配
布
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

事
前
配
布
は
紛
失
や
保
管
上
の
問
題

が
あ
る
。
よ
り
早
く
よ
り
確
実
に
配

布
で
き
る
よ
う
、
訓
練
を
重
ね
る
。

Q	

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
や
運

Q	

阿
知
ケ
谷
地
区
で
は
、
３
年
間
で
児

童
４
人
が
東
光
寺
谷
川
に
転
落
し
て

い
る
。
幸
い
４
人
と
も
軽
傷
で
済
ん

で
い
る
が
、今
後
、重
大
な
事
故
が
発

生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
市
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
は
、
自

治
体
の
根
源
的
な
使
命
で
あ
る
。
地

域
や
日
本
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
、
安
全
柵
な
ど
を
設

置
す
べ
き
で
は
。	

A�

内
容
に
よ
っ
て
は
、
予
算
確
保
な
ど

時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
が
、
ま

ず
は
市
に
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
上
で
必
要
な
対
策
は
、随
時
、取

ら
せ
て
い
た
だ
く
。

重大な事故が起きてからでは遅い

桜
さくら
井
い
洋
よう
子
こ
	議員

Q	

指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
県
立
高

校
な
ど
で
は
、
災
害
時
の
さ
ら
な
る

学
校
施
設
開
放
を
望
む
声
が
強
く
、

市
も
こ
れ
ま
で
県
に
要
望
し
て
き
た
。

県
の
回
答
を
伺
う
。

A�

県
に
お
い
て
危
機
管
理
部
局
か
ら
教

育
部
局
に
対
し
、
市
町
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室

の
活
用
を
前
向
き
に
検
討
す
る
よ
う

通
知
を
出
し
て
い
る
。�

ま
た
教
育
部

か
ら
も
各
高
校
に
同
様
の
通
知
を
出

し
て
い
る
。

一問一答

危
険
な
東
光
寺
谷
川
に

安
全
柵
を
！

自
然
災
害
に
備
え
よ
！

Q	

防
災
用
資
機
材
な
ど
が
よ
り
充
実
す

れ
ば
、
倉
庫
の
増
設
も
必
要
と
な
る
。

一
部
自
主
防
災
組
織
で
も
、
こ
う
し

た
意
見
を
伺
う
が
、
当
局
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

A�

必
要
な
倉
庫
の
設
置
計
画
を
立
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

転
延
長
お
よ
び
施
設
改
変
な
ど
の
変

更
に
関
し
て
、
原
発
周
辺
11
市
町
の

事
前
了
解
権
を
明
記
し
た
新
安
全
協

定
を
結
ぶ
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A�

現
時
点
で
立
地
４
市
の
動
き
が
な
い

中
で
、
そ
れ
を
超
え
る
新
安
全
協
定

を
結
ぶ
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

Q	

再
稼
働
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

A�

市
民
の
安
全
安
心
な
避
難
誘
導
手
段

が
確
実
に
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
再

稼
働
に
つ
い
て
は
容
認
で
き
な
い
。

一問一答

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
は
Ｎ
Ｏ
を
！

石
いし
川
かわ
晋
しん
太
た
郎
ろう
	議員
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市は沢の土砂撤去まで住民にやらせないで

Q	

台
風
直
撃
の
夜
、
同
報
無
線
が
一
度

も
鳴
ら
ず
、
寝
て
い
た
高
齢
者
が
背

中
が
冷
た
く
な
っ
て
起
き
た
と
こ
ろ
、

家
中
、
水
浸
し
だ
っ
た
と
聞
い
た
。

な
ぜ
垂
直
避
難
を
呼
び
掛
け
な
い
か
。

ス
マ
ホ
が
使
え
な
い
方
へ
の
周
知
は
。

A�

自
主
防
や
ご
近
所
の
協
力
が
必
要
だ
。

Q	

台
風
の
翌
日
、
市
長
は
コ
ン
サ
ー
ト

に
行
っ
た
と
聞
い
た
。
本
当
か
。

A�

本
当
だ
。
携
帯
を
握
り
し
め
て
い
た
。

Q	

金
谷
天
王
町
、南
原
、色
尾
な
ど
、毎

回
浸
水
し
て
い
る
地
区
は
水
路
の
改

良
を
し
な
い
と
絶
対
ま
た
水
害
が
起

こ
る
。
改
良
の
予
定
地
は
ど
こ
か
。

A�

改
良
の
予
定
は
な
い
。

Q	

根
本
が
改
良
さ
れ
ず
、
住
民
が
移
転

希
望
し
た
場
合
、
支
援
は
あ
る
か
。

A�

制
度
が
な
い
。
水
害
対
策
を
進
め
る
。

Q	

社
会
福
祉
協
議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
け
付
け
の
要
請
を
し
な
い
理
由
は
。

A�

率
先
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
要

請
は
行
わ
な
か
っ
た
。

Q	

社
協
は
２
週
間
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

け
入
れ
窓
口
を
閉
鎖
し
た
が
、
台
風

か
ら
２
カ
月
経
っ
て
も
川
根
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
沢
の
土
砂
撤
去
し
て
い

た
。
市
の
対
応
は
失
敗
で
は
な
い
か
。

A�

反
省
す
る
点
は
あ
る
。

Q	

前
山
集
落
の
水
源
復
旧
は
住
民
負
担

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ど
う
か
。

A�

住
民
負
担
の
施
設
で
あ
る
。
理
解
を
。

Q	
災
害
対
策
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た

と
言
う
が
、
こ
う
い
う
機
会
が
な
い

と
反
省
、
見
直
し
を
し
な
い
。
改
善

す
べ
き
と
こ
ろ
は
変
え
る
べ
き
で
は
。

A�

意
思
疎
通
が
欠
け
な
い
よ
う
に
や
る
。

青
あお
山
やま
真
まさ
虎
とら
	議員

包括

台
風
15
号

こ
れ
で
市
民
の
命
、守
れ
る
の
？

　
9
月
23
日
に
静
岡
県
内
を
襲
っ
た

台
風
15
号
に
よ
り
、
島
田
市
内
で
は

北
部
の
中
山
間
地
域
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
島
田
市
議
会
で
は
、
台
風
災
害
か

ら
の
教
訓
を
次
の
災
害
へ
の
備
え
と

す
る
よ
う
、
11
月
議
会
の
一
般
質
問

で
事
実
関
係
の
確
認
を
行
い
、
市
政

の
課
題
を
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
11
月
議
会
最
終
日
に
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

提
言
項
目

●
組
織
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
情
報
提
供
と
情
報
収
集
に
つ
い
て

　
・
情
報
提
供

　
・
情
報
収
集

●
自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
市
民
の

意
識
醸
成
に
つ
い
て

●
災
害
復
旧
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

　
・
迅
速
な
復
旧
対
応
に
つ
い
て

　
・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て

　
・
再
建
の
支
援
に
つ
い
て

●
災
害
に
強
い
河
川
、
山
地
、
道
路

等
の
整
備
に
つ
い
て

※�

提
言
書
全
文
は
島
田
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

台
風
15
号
の
教
訓
を
取
り
ま
と
め

提
言
書
を
提
出

議会を代表して提言書を市長に手渡す議長

議会活動レポート②
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●
10
月
15
日　
奈
良
県
奈
良
市

茶
業
振
興
の
取
り
組
み

　
奈
良
市
は
、
早
く
か
ら
抹
茶
の
生
産

や
、
全
国
で
も
い
ち
早
く
大
手
茶
商
と

連
携
す
る
業
者
な
ど
、
茶
業
経
営
の
先

駆
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、抹
茶
の
生
産
が
拡
大
さ
れ
、宇

治
茶
の
需
要
か
ら
販
売
は
安
定
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
茶
園
管
理
は
、
ほ
と
ん

ど
乗
用
型
で
、
最
近
は
コ
ン
テ
ナ
型
が

多
く
、
当
市
よ
り
基
盤
整
備
は
進
ん
で

い
ま
す
。

　
宇
治
茶
の
産
地
ブ
ラ
ン
ド
と
基
盤
整

備
が
、
荒
廃
茶
園
が
皆
無
と
言
わ
れ
る

最
大
の
要
因
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

し
て
い
て
、
そ
れ
に
対
す
る
不
平
不
満

の
意
見
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
豊
橋
市
の
一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み

の
量
は
、
島
田
市
の
量
の
61
％
程
度
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
約
26
％
で
あ
り
、
島

田
市
よ
り
も
高
い
状
況
で
す
。
廃
棄
物

を
資
源
化
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
み
出
し
て
い
る
取
り
組
み
な
ど
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
指
す

先
進
事
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

●
10
月
16
日　
三
重
県
伊
賀
市

伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

　
伊
賀
市
は
、
空
き
家
登
録
数
お
よ
び

貸
借
成
立
数
が
全
国
で
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
伊
賀
市
は
東
海
４
県

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
中
京
圏
よ
り
関

西
圏
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
対
象
者

も
関
西
圏
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
事
業
に
従
事
す
る
職
員
は
、
１
級
建

築
士
や
宅
建
士
を
含
め
７
人
と
充
実
し

て
い
ま
す
。
地
区
住
民
や
司
法
書
士
会

と
連
携
し
、
情
報
共
有
と
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
顧
客
の
対
応
は
、
不
動
産

業
者
と
共
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
古

民
家
を
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

伊
賀
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
が
、

全
国
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
背

景
に
は
、
専
門
性
を
有
す
る
職
員
を
含

む
充
実
し
た
職
員
体
制
に
加
え
市
民
か

ら
の
情
報
提
供
、
不
動
産
業
や
司
法
書

士
会
と
の
連
携
に
見
ら
れ
る
、
政
管
財

民
の
四
者
に
よ
る
連
携
が
際
立
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

●
10
月
25
日　
豊
橋
市

ご
み
の
処
理
方
法
と
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

　
豊
橋
市
は
人
口
約
37
万
８
千
人
の
中

核
市
で
、
東
三
河
の
中
心
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
へ
の
市
民
意
識
が
高
ま
る
中
、
昭

和
50
年
に
は
、
５
３
０
（
ご
み
ゼ
ロ
）

運
動
が
生
ま
れ
、
豊
橋
市
か
ら
全
国
へ

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
55
年
度
に
５
種
類
か
ら
開
始
し

た
ご
み
の
分
別
は
、
今
日
ま
で
に
11
種

類
の
分
別
収
集
に
至
り
、
ほ
と
ん
ど
廃

棄
す
る
物
が
な
い
ほ
ど
ご
み
を
資
源
化

し
て
い
ま
す
。生
ご
み
は
、週
２
回
回
収

さ
れ
、
下
水
汚
泥
と
浄
化
槽
汚
泥
を
使

っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
発
電
事
業
に
よ
り
、
一

般
家
庭
の
約
１
８
９
０
世
帯
分
の
電
力

が
生
み
出
さ
れ
、
年
間
約
３
億
円
の
売

電
収
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
化
が
、
市
民
生
活
へ
の
還
元
に

つ
な
が
る
こ
と
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

分
別
へ
の
協
力
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
理
想
的
な
運
営
で
あ
り
、
段
階
的
に

行
っ
て
き
た
分
別
収
集
も
市
民
に
定
着

古民家をリニューアルしたホテル（伊賀市）

バイオマス発電施設の担当者からの説明

伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
調
査

経
済
建
設
常
任
委
員
会

「
分
別
」
が
ご
み
減
量
化
へ
の
最
短
ル
ー
ト

総
務
生
活
常
任
委
員
会

調
査
報
告

調
査
報
告

所 管 事 務 調 査 報 告
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ザッ討論 賛成？
反対？

市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。
11月定例会では、３議案・１請願について討論が行われ、賛成・反対の意見が表明されました。

【議案第94号】指定管理者の指定について（島田市野外活動センター　山の家）
本議案は、余暇活動施設としての利活用の拡大
ならびに地域の活性化を趣旨として、本年６月
定例会で可決された島田市野外活動センター条
例の一部を改正する条例に基づき、指定管理者
の指定を行うものである。当該事業者は全ての
項目において高い評価を得ており、公の施設の
指定管理者として必要な経験と実績を有するも
のと確認し適正であると考える。指定期間の短
縮や人件費による指定管理料の増高などの諸点
をめぐり、質疑が交わされた経緯を踏まえ、当
該事業者に対し条例の趣旨にかなう管理運営を
徹底されるよう申し添え、賛成する。

ゆたか保育園の改築に対する交付金の減額分を
保育園事業に充てるべきとの意見だが、減額分
は令和４年度と令和５年度の事業費割合の変更
で、総事業費の大きな変更はない。市は国の支
援を活用しつつ支援を行っており、予算減額お
よび財源変更は理解できる。
またマイナンバーカード関連の予算に対し、個
人情報流出などを心配する反対意見があるが、
プライバシー性の高い個人情報は直接記録され
ておらず、国民のマイナンバーカードへの信頼
も高まりつつあると受け止めており、議案第71
号に賛成する。

公的年金の支給開始年齢が段階的に65歳になっ
たことを踏まえ、島田市職員の定年を同様に65
歳まで引き上げようとするもの。本改正により、
60歳以降も正規職員として勤務できる期間が延
長され、高齢期の生活に不安を覚えることなく
職務に専念し、能力と意欲を生かす環境が整う
ことになる。一方、定年延長で若い職員の雇用、
新規採用が減らされるのではと危惧する意見が
出されたが、職員の年齢構成や計画的な人事配
置と人材育成を行うとの説明があった。今後も、
質の高い市民サービスの提供と効果的な行政運
営がなされることを求める。

賛 

成

賛 

成

賛 

成

今回、選定された事業者は、現地調査や現場確
認もしておらず、市とのメールなどで施設の現
況を確認している。施設の老朽化に伴う修繕な
どへの取り組みは、自社ではやる必要はなしと
判断し、収支計画上の収益を上げた結果、指定
管理者選定委員会で採算があると判断をされて
いる。応募に至る経緯から疑問である。果たし
て的確な検討がされたのか。施設の老朽化によ
る修繕などの要望が現指定管理者からたびたび
寄せられているにもかかわらず、市は予算不足
を理由に先延ばしにしており、現指定管理者か
らの要望を満足に解決できていない。雨漏りや
寒さ、照明器具の壊れた施設が利用者から好ん
で利用されるとは思わない。評価基準を施設の
修繕に取り組む姿勢とすべき。

厚生教育常任委員会において、市内保育園の園
長たちと意見交換した際、議案に出ている保育
園舎の改築補助が120万円減額になっている保
育園長が、建て替えに伴う資金繰りについての
窮状を訴えになられた。厚生教育常任委員の全
員が当議案に賛成だったことから、一人でも代
弁しなければならないと思った。
またマイナンバーカードは人権侵害として、憲
法違反の国が多数ある。今後、預貯金残高の照
会が行政側から可能との話も出ている。マイナ
ンバーカードを登録する際、マイナンバーカー
ドが返納できる旨の説明を徹底すべき。

ついに、市役所に正規の天下り先ができるのか。
民間と行政の再雇用は、人手不足など内情が違
う。スーパー公務員ならいざ知らず、再雇用す
るなら一人でも多くの若者を雇うべき。市役所
に入りたい若者が、今、いくらでもいることを
忘れてはいけない。
組織（市）にビジョンがないと、内部から腐っ
ていくのが常だ。若者をどんどん入れて新陳代
謝を促すべき。定年延長者の給料で２人の若い
市民が雇える。可能性か、現状維持かの選択で、
市は現状維持を選んだ。少しは冒険を。島田市
政には一人でも多くの若い力が必要だ。

反 

対

反 

対

反 

対

【議案第71号】令和４年度島田市一般会計補正予算（第９号）

【議案第84号】島田市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について
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【請願第３号】金谷公民館の指定管理者制度導入の開始延期を求める請願

○＝賛成
×＝反対
△＝棄権

氏　名

井
上　
　

篤

石
川
晋
太
郎

曽
根　

達
裕

大
関　

衣
世

天
野　
　

弘

八
木　

伸
雄

山
本　

孝
夫

森　
　

伸
一

提
坂　

大
介

横
田
川
真
人

平
松　

吉
祝

藤
本　

善
男

清
水　

唯
史

四
ツ
谷　

恵

桜
井　

洋
子

村
田
千
鶴
子

大
村　

泰
史

青
山　

真
虎

横
山　

香
理

会派名 清流の風 島田市民
会議 島

と
和
わ
の会 創造

島田
日本
共産党

緑風
しまだ 無会派

【議案第71号】令和４年度島田市一般会計
補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

【議案第84号】島田市職員の定年等に関す
る条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

【議案第94号】指定管理者の指定について
（島田市野外活動センター　山の家） × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【請願第３号】金谷公民館の指定管理者制
度導入の開始延期を求める請願 × × × × × × ○ ○ × × ○ × × ○ ○ × ○ ○ ×

※議長（大石節雄）は採決に参加しません。（並び順は会派ごとの議席順）　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】賛成・反対の分かれた議案および請願の結果を掲載しています

金谷公民館の管理運営が、直営から民
間の指定管理者に移行することに対し、
令和５年４月の開始延期を求める請願
だ。延期を求める理由①公民館運営の
実績のない事業者に急きょ交代し、業
務仕様書の作成、事務所の設定、人員
配置と待遇、業務の引き継ぎなど、移
行する準備が大幅に遅れている。この
ままでは、「直営と同様あるいは、それ
以上の公民館運営をする」という市の
約束は果たせない。②公民館運営審議
会、公民館利用者、自主事業を支える
ボランティアをはじめ、市民に対し説
明責任を果たすことが必要である。以
上、２つの理由から、指定管理者制度
導入の延期を求める。

賛 

成

現在、本事業実施に向けては、いくつかの課題があるため、
不安を感じている地域住民がいる。行政はその不安解消に
向け、できる限りの取り組みをすべきである。ただその取
り組みは、すでに契約で定められている日程を直前に大幅
に変更することではない。そうした行為に及ぶことは、受
注業者に決定的な不信感を与えるばかりか、全ての民間事
業者に対して、市の信頼を失う。本事業の確実な実施のみ
ならず、今後の民間活力の導入に対して、大きなリスクを
負う本請願に賛同すべきでない。

当請願で求める金谷公民館の管理運営事業は、議会におい
て、債務負担行為、条例の改正、実施主体である特別目的
会社との事業契約の締結およびその指定管理者の指定など、
いずれも可決され、その事業開始に向け準備が進んでいる
状況である。議会から公民館利用者への丁寧な説明を意見
書で求め、事業は優良公民館の実績を踏まえ従来の公民館
運営を継続すると説明している。当契約はソーシャルキャ
ピタルの醸成の成果に対する対価方式であり、準備段階で
その成果を推測している当請願の採択は反対する。

反 

対
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　秋に行われた議会報告会への参加者54人のアンケ
ート集計によると、参加者のうち、女性は４人、初
めて参加した方が41％、40歳未満の参加はなく、60
歳以上の方が72％でした。また開催について知った
きっかけは、町内会や議員から聞いた方が多数でし
た。参加者の議会だより閲覧率は94％、議会ホーム
ページの閲覧率は29％でした。この結果は、今後の
活動の参考にさせていただきます。
　議会だよりについて、市民の方から「広報しまだ
などの配布物は保存用のパンチ穴がないが、議会だ
よりもいかが」という意見をいただき、委員間で協
議して、令和５年度発行分からは穴なしにすること
にしました。

編 集 後 記

　島田市議会では、令和元年６月議会から予算・決算特別委員会を設置し、予算および決算審査の充実を目指
しています。11月議会初日の11月24日にオンラインで行った議員研修会では、静岡県立大学教授の小

こ
西
にし
敦
あつし
氏を

講師にお招きし「行政評価を活用した決算審査」と題して、行政評価の法的位置づけや、決算審査の先進的な
取り組みを行っている議会の事例紹介など、多岐にわたる講演をいただきました。
　今年度、島田市議会では、９月議会において、前年
度に市が実施した事業から特に重要と思われる案件を
選定し、決算の審査と行政評価を兼ねる形で、重点的
に事業成果についての審査を行い、次年度に向け提言
を市長に提出していますが、全国において、行政評価
を実施している市議会の割合は5.6％で、島田市議会も
すべての事業評価はできていません。
　議会基本条例の活動原則である、執行機関における
政策の実施状況の監査および評価実現に向け、予算お
よび決算審査のさらなる充実を議論する上で、今回の
研修は大変参考となりました。 オンラインで行った議員研修会

議会力向上のための研修会を実施

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）
へお越しください。

２月市議会定例会のお知らせ

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下の点にご注意ください。
　•�傍聴する場合にはマスクの着用と手指消毒の徹底をお願いします。
　•�体温が37.5度以上ある場合、または平熱より1度以上高い熱がある場

合、息苦しさや強いだるさなどの症状がある方は傍聴をお控えください。
　•�傍聴席を53席から22席（うち3席は車いす専用）に減らしています。ご

了承ください。
※水色のラインで示された日の本会議は、インターネットでの生中継を行
います。

広報広聴特別委員会
【委 員 長】森　�伸一
【副委員長】大村�泰史
【委　　員】井上　�篤、曽根�達裕

四ツ谷�恵、藤本�善男

議会活動レポート③

　日程は変更となる場合があります。最新の情報は、ホームページま
たは電話にてお問い合わせください。
☆開会時間は…
　本会議（午前）�9:30から
　常任・特別委員会（午前）�9:30から（2/16・17は9:00から）

（午後）�13:30から

日 月 火 水 木 金 土
2/12 13 14 15 16 17 18

本会議（初日）
予算･決算特別委員会

常任・特別委員会
（厚生教育）
（経済建設）

常任・特別委員会
（総務生活）
（予備）

19 20 21 22 23 24 25
予算・決算
特別委員会 天皇誕生日 議会運営委員会

26 27 28 3/1 2 3 4

本会議
予算説明会

5 6 7 8 9 10 11

本会議
（一般質問：代表）

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（一般質問：個人）

12 13 14 15 16 17 18

本会議（議案質疑）
予算･決算特別委員会

常任・特別委員会
（厚生教育）

常任・特別委員会
（経済建設）

常任・特別委員会
（総務生活）

常任・特別委員会
（予備）

19 20 21 22 23 24 25

予算・決算
特別委員会 春分の日 議会運営

委員会
26 27 28 29 30 31 4/1

本会議
（最終日）


